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◆ 研究開発の背景と目標

産総研つくばセンター北事業所において、
水素大流量標準の開発を進めている。

◆ 事業イメージ

◆ 水素大流量標準の開発

水素利活用の拡大のために、バス、トラックやトレーラーなど大型商用車 “Heavy 
Duty Vehicles（HDV）”、鉄道、船舶などの大型モビリティを普及させる取組が政
策的に行われている。

HDVへの充填技術・プロトコルや計量技術の開発を目的として福島水素充填技
術研究センターが整備され、従来の水素ステーションで燃料電池自動車への水素
充填に用いられているNormal Flow充填ラインを2系統有したNF-Twin型水素ディ
スペンサー（最大流量120 g/s）とともに、商用車対応のMedium Flow充填ラインを
2系統有したMF-Twin型水素ディスペンサー（最大流量180 g/s）が整備されてい
る。今後のHDV等の社会実装のためには、これらの様々な充填技術の開発成果
に対応した計量技術の開発及び高度化が必須であり、急務である。

本開発事業では、福島水素充填技術研究センターをはじめとする国内の水素実
流試験設備を活用し、水素インフラにおけるNF充填からMF-Twin充填までのマル
チフロー対応可能なマスターメーター法による水素計量システム技術を開発する。

◆ 水素計量の高精度化検討

車載MMユニット熱マス測定風景

MM法計量精度検査装置

SUS換算有効質量
MM法計量精度検査装置：約14 kg
車載MMユニット：2.33 kg
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◆ マルチフロー対応水素計量システム技術の開発

福島水素充填技術研究センター
にて夏季/冬季でのNF/MF-Twin
ディスペンサー計量実証を実施
⇒ 容器容量、温度（プレクール、
環境）の違いによる計量への影響
を評価中

重量法計量車に、車載可能なコンパクトなマスターメーター法装置を導入
 ⇒ 重量法とのクロスチェックによる精度確認、コスト・利便性調査を実施

◆ 事業化の見通し

水素計量ガイドラインの適正化により、検査周期の
延長などを実現する。これにより、水素計量検査コ
ストを削減することが可能となる。

水素ステーションの器差検査を継続して実施し、
データを蓄積すると共にデータ分析を行う。
データ分析結果を水素計量タスクフォースにて議論
し、水素計量ガイドラインの適正化を目指す。
水素ステーションの自立化へ向けて、JIS B 8576の
採用やOIML R139の改正に取り組み、国際標準
化を先導していく。


